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保健体育学習指導案 心身の機能の発達と心の健康「知的機能、情意機能、社会性の発達」 

１ 本時のねらい 

・心の健康を保持増進する視点から、生活と結びつけて振り返る活動を通して、知的機能、情意

機能、社会性等は、生活経験や学習の影響を受けながら脳の発達とともに発達することを理解

することができるようにする。 

・心の健康を保持増進する視点から、生活と学習内容を関連付けて考える活動を通して、自分の

生活に関心をもち、健康の保持増進に積極的に取り組もうとすることができるようにする。 

段
階 

○学習内容 ・学習活動 

※主体的・対話的で深い学びの場面 
○発問 ・指導の重点 

資質・

能力 

導 

入 

７
分

○本時の確認 

 ・挨拶 ・点呼 ・本時のねらいを確認 

○心について考える 

 ・心の様子を学習カードに記入する。 

 

 

・心の発達と脳の発達の関連性につ

いて触れる。 

 

展 

開 
 

35
分 

○心の働きの発達について理解する。 

 ・発問について学習カードに記入する。 

 ・意見を伝え、他者の意見を赤ペンで学

習カードに記入する。(ペア） 

 ・意見を発表し、分類する。 

○精神機能について理解する。 

 ・分類した意見を基に、知的機能、精神

機能、社会性について理解する。 

○生活を振り返り、心の発達を実感する。 

 ・発問について学習カードに記入する。 

 ・意見を伝え、他者の意見を赤ペンで学

習カードに記入する。(ペア) 

○精神機能の発達は、生活経験や学習の影

響等を受けることを理解する。 

 ・発問に対する自分の意見を学習カード

に記入する。※１主体的な学び 

 

 

 

 

・発表して出た意見を板書する際に

は、知的機能、情意機能、社会性

の視点で分類する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学びに 

向かう

力・ 

人間性

等 

 

ま
と
め 

８
分 

○学習内容と自己の生活を振り返る。 

 ・生活を振り返り、生活の質の向上を図

るために、大切な考え方や行動を学習

カードに記入する。 

 ・次時の確認  ・挨拶 

 知識 

及び 

技能 

○心の働きが発達するとは、どん

なことか考えてみよう。 

○小学校の低学年の頃と比べて、

自分の心の働きが発達したと

感じたことを考えてみよう。 

○感情が複雑になったり、記憶や

理解する力が向上したりする

のは、何が影響しているのか考

えてみよう。 

○生活を振り返り、よりよく心の

働きが発達するためには、どん

な場面で何を心がけて生活を送

ることが大切か考えてみよう。 
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考える心・感動する心の発達 

人との関わりと自分らしさ 

１．学習のねらい 
 ・心の健康を保持増進する視点から、グループでの話し合い活動を通じて、知的機能・情意機能・社会性等は生活

経験や学習活動の影響を受けながら脳の発達とともに発達することを理解することができるようにする。 
 ・心の健康を保持増進する視点から、よりよく生活することと学習内容を関連付けてまとめる活動を通して、自分

の生活に関心をもち、健康の保持増進に取り組もうとすることができるようにする。 

＊心の様子を見てみよう。 
                          そう思う   やや思う  思わない  わからない 
 ①学習したことをよく記憶できるようになってきた   ＋２     ＋１    ０      -１ 
 ②難しい問題も理解できるようになってきた      ＋２     ＋１    ０      -１ 
 ③言葉で説明されたことが何かを理解できた      ＋２     ＋１    ０      -１ 
 ④自分の考えで行動を決められ瑠ようになってきた   ＋２     ＋１    ０      -１ 
 ⑤自分の言葉で気持ちを伝えられるようになった    ＋２     ＋１    ０      -１ 
  
 ⑥人を好きになった（愛されたいと思うようになった） ＋２     ＋１    ０      -１                  
 ⑦自分と合わない人に冷たくなってしまう       ＋２     ＋１    ０      -１ 
 ⑧嬉しいと思う気持ちが単純でなくなった       ＋２     ＋１    ０      -１ 
   ＊成功して嬉しいとか、褒められるだけでないうれしさ 
 ⑨悲しさが複雑になった               ＋２     ＋１    ０      -１ 
   ＊嫌な思いだけで無く、愛されないなとか、認められないなとか 
 ⑩怒るときの心の荒々しさが増した          ＋２     ＋１    ０      -１ 
 
 ⑪合わない友達でも上手くやっていけるようになった  ＋２     ＋１    ０      -１ 
 ⑫学校のルールに自分で納得できてきた        ＋２     ＋１    ０      -１ 
 ⑬自分の思いや考えを相手に上手に伝えられ瑠ようになってきた    ＋２     ＋１    ０      -１ 
  

２，「心の働き」が発達するとは、どんなことかを考えてみよう。【自分の意見は、黒色で、仲間の意見は赤色で書いてみよう。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
５．自分の生活を振り返り、よりよく心の働きが発達するためには、どんな場面で何を心掛けて生活を送る

ことが大切か考えてみよう。 

 

 

   1 年  組   番  氏名                              

Ｃ                 
友達と上手くつきあう、ルールを理解して守る、考えを適切に

相手に伝え、など 

Ａ                
記憶、見分ける、理解する、判断する、行動しようとするなど 

Ｂ                
感情（好き、嫌い、喜び・悲しみ、怒り）や意志（努力する我

慢する、、やり続ける、集中させる）など 

   

４．感情が複雑になったり、記憶や理解する力が向上したりするのは、何が影響しているのか考えてみよう。 

 

どんな場面で？ 何を心掛けて生活を送る？ 

３．小学校の低学年の頃と比べて、自分の心の働きが発達したと感じたことを考えてみよう。（自分→黒・他人→赤） 

（授業で使用したワークシート） 
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保健体育学習指導案 球技 ゴール型「バスケットボール」(６／12 時間) 

１ 本時のねらい 

・空間に走り込む動きの視点から、課題解決に向けたチーム練習での活動を通して、得点しやすい空

間にいる味方にパスを出すことができるようにする。 

・空間に走り込む動きの視点から、課題解決に向けたチーム練習や話合いの活動を通して、動きのポ

イントやつまずきの事例を参考に、仲間の課題や出来映えを伝えることができるようにする。 

段
階 

○学習内容 ・学習活動 

※主体的・対話的で深い学びの場面 
○発問 ・指導の重点 

資質・

能力 

導 

入 

７
分

○本時の確認 

・整列 ・挨拶 

・前時の内容と本時のねらいを確認 

・準備運動 

・生徒の健康安全を把握する。 

 

・得点しやすい空間とは、ゴールの近

くであることを共通理解させる。 

 

展 

開 
 

36
分 

○基本的なボール操作を身に付ける。 

・シュート練習 

・スクエアパス 

○得点しやすい空間にいる味方へパスを

つなげる。また、チーム練習や話合い

を通して、ねらいの達成を図る。 

・３：３ひし形チーム練習 

※３主体的・対話的な学び

・活動を振り返り、本時のねらいの達

成を目指して話し合う。 

※４主体的・対話的な学び

 

 

○本時のねらいに沿って振り返る。 

・本時のねらいの達成を目指した活動

と関わり方を振り返り、学習カード

に記入する。 

・狙った方向へ投げること、ゴールの

近くでシュートをすることを意識さ

せる。 

・得点しやすい空間にいる味方にパス

を出すための動き方のポイントや、

つまずきの事例を理解させる。 

 

 

 

 

・本時のねらいを達成するために、仲

間の課題や出来栄えを伝えることを

意識させる。 

 

 

 

 

 

 

 

知識 

及び 

技能 

ま
と
め 

７
分 

○ペアにアドバイスをしよう。 

 ・本時のねらいに即したアドバイスを

記入し、伝え合う。 

 ・ねらいを達成できたか記入する。 

・整理運動、健康・安全確認 

・整列 ・次時の確認 ・挨拶 

・ペアや先生のアドバイスを記入させ

ながら理解を深めさせる。 

・振り返る際には、本時のねらいと関

連付けさせる声掛けを行う。 

思考力 

判断力 

表現力 

等 

 

 

○得点しやすい空間にいる味方にパ

スを出す動きについて考えてみよ

○ねらいの達成を目指した活動や、

練習や話合いの中での関わり方を

考えてみよう。 
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（表11）保健体育単元学習指導計画【中学校第1学年】球技　ゴール型「バスケットボール」（12時間）

1 2 3 4 5 6

○ ○ ○ ○

○

〇 ○ 〇

知
技

・球技の特性や成り立
ち(知①)
・運動に関連して高ま
る体力(知②)
・技術の名称(知③)

・基本的なボール操作
(技①)
・技術の名称や行い方
(知③)

学
び

・愛好的な態度（学①） ・健康・安全（学②）

課題解決に向けた練習(※１)や、話合いの活動
(※２)を通して、自己の課題を修正したり、新
たに設定したりする。

課題解決に向けた練習(※１)や、話合いの活動
(※２)を通して、自己の思考を広げ深め、課題
解決を図る。

課題解決に向けた練習(※３)や、話合いの活動
(※４)を通して、自己の課題を修正したり、新
たに設定したりする。

課題解決に向けた練習(※３)や、話合いの活動
(※４)を通して、自己の思考を広げ深め、課題
解決を図る。

上記の学習内容
（技②、学④）
を「する、見る、支える」の多様な関わり方と関連付ける。

①攻防などの自己の課題を発見する。
②合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫する。
③自己や仲間の考えたことを他者に伝える。

・本時の学習のねらい
を確認する。

・授業の約束事と学習
の見通しを確認する。
・ゴール型の特性や、
特性に応じた楽しみ方
を理解する。
・関連して高まる体力
について知る。
・バスケットボールの
技術の名称を理解す
る。
・授業での多様な関わ
り方を考える。

・今後、学びたいこと
について考える。

球技　ゴール型　「バスケットボール」

上記の学習内容
（知①、②、学①）
を「知る」の関わり方
と関連付ける。

主体的
・

対話的
な学び

学
習
内
容

評価

深い学び

資
質
・
能
力

（
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か

）

・本時の学習のねらい
を確認する。
・バスケットボールの
技術を身に付けるため
のポイントがあること
を理解する。
・授業の健康・安全に
ついて理解する。

・ボールワーク
・シュート練習
・スクエアパス

・試しのゲーム
３対３ゲーム
(ハーフコート半面)

・学習のねらいの達成
を目指した活動と関わ
り方を振り返り、次時
の確認をする。

①特性や成り立ち（知
識）
②関連して高まる体力
（知識）
③技術の名称や行い方
（知識）

知識
及び
技能

①ゴール前での攻防を
展開するための基本的
なボール操作（技能）
③技術の名称や行い方
（知識）

学
習
内
容

（
何
を
学
ぶ
か

）

単元名

学
習
活
動

評価

思考力
判断力

表現力等

評価

学びに
向かう
力・

人間性
等

上記の学習内容
（知①、②、学①）
に着目する。

②健康・安全に気を配
る。

上記の学習内容
（知③、学②）
を「見る、知る」の関
わり方と関連付ける。

上記の学習内容
（知③、学②）
に着目する。

①球技に積極的に取り
組む。

・公正（学③）
・協力や責任（学④）
・参画や共生（学⑤）

③フェアなプレイを守ろうとする
④仲間の学習を援助しようとする
⑤作戦などについての話合いに参加しようとする

・基本的なボール操作と空間に走り込むなどの動き(技②)

上記の学習内容
（技②、学④）
に着目する。

時

・本時の学習のねらいを確認する。

・シュート練習
・スクエアパス
・学習のねらいの達成を目指した３対２ひし形
チーム練習  (ハーフコート半面)※１
・学習のねらいの達成を目指したチームでの話
合い※２
・学習のねらいの達成を目指した活動と関わり
方を振り返る。

・ペア同士で学習のねらいに即したアドバイス
をする。

・本時の学習のねらいを確認する。

・シュート練習
・スクエアパス
・学習のねらいの達成を目指した３対３ひし形
チーム練習  (ハーフコート半面)※３
・学習のねらいの達成を目指したチームでの話
合い※４
・学習のねらいの達成を目指した活動と関わり
方を振り返る。

・ペア同士で学習のねらいに即したアドバイス
をする。

学
習
過
程

（
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か

）

②ゴール前での攻防を展開するための基本的なボール操作と空間に走り込むなどの動き（技能）

見
方
・
考
え
方
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7 8 9 10 11 12

○ 〇 ○

○ ○ 〇

○ 〇 ○

・基本的なボール操作
と空間に走り込むなど
の動き(技②) 知技

・参画や共生
　(学⑤)(学⑥)

学び

課題解決に向けた話合
いの活動(※６)を通し
て、自己の課題を修正
したり、新たに設定し
たりする。

課題解決に向けた話合
いの活動(※６)を通し
て、自己の思考を広げ
深め、課題解決を図
る。

課題解決に向けた話合
いの活動(※５)を通し
て、自己の課題を修正
したり、新たに設定し
たりする。

課題解決に向けた話合
いの活動(※５)を通し
て、自己の思考を広げ
深め、課題解決を図
る。

②ゴール前での攻防を
展開するための基本的
なボール操作と空間に
走り込むなどの動き
（技能）

⑤作戦などについての
話合いに参加しようと
する。
⑥一人一人の違いに応
じたプレイなどを認め
ようとする。

①攻防などの自己の課
題を発見する。

上記の学習内容
（技②）
に着目する。

上記の学習内容
（技②）
を「見る、知る」の多
様な関わり方と関連付
ける。

球技　ゴール型　「バスケットボール」

主体的
・

対話的
な学び

作戦に応じた攻防を目指した練習や試合を振り
返る活動(※７)を通して、思考を深め、よりよ
く解決する。

・愛好的な態度（学①）
・公正（学③）
・参画や共生（学⑥）

・本時の学習のねらい
を確認する。
・シュート練習
・スクエアパス

・試合の行い方や運営
の仕方を考える。
・自己やチームの課題
を確認する。
・試しのゲーム
・５対５ゲーム
(ハーフコート全面)
・チームでの話合い※
６
・自己やチームの課題
の解決に向けた活動と
関わり方を振り返る。

・チーム内で学習のね
らいに即したアドバイ
スをする。

・本時の学習のねらい
を確認する。
・前時までの学習内容
を振り返る。

・学習してきた内容の
視点から、映像や資料
を通して、自己やチー
ムの課題を考える。
・チームでの話合い※
５

・学習のねらいの達成
を目指した活動と関わ
り方を振り返る。

・チーム内で学習のね
らいに即したアドバイ
スをする。

上記の学習内容
（技②、学①）
を「する、見る、支える、知る」の多様な関わり方と関連付ける。

・球技　ゴール型「バスケットボール」の試合の行い方(知④)
・基本的なボール操作と空間に走り込むなどの動き(技②)

上記の学習内容

（知④）

を「支える」の多様な関わ

り方と関連付ける。

上記の学習内容
（技②、学①）
に着目する。

資
質
・
能
力

（
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か

）

深い学び

学
習
活
動

学びに
向かう
力・

人間性
等

学
習
内
容

（
何
を
学
ぶ
か

）

作戦に応じた攻防を目指した試合を振り返る活
動(※８)を通して、思考を深め、よりよく解決
する。

学
習
過
程

（
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か

）

時

評価

単元名

思考力
判断力
表現力
等

評価

④試合の行い方（知識）
②ゴール前での攻防を展開するためのボール操作と空間に走り込むなどの動き（技能）

③フェアなプレイを守ろうとする。
④仲間の学習を援助しようとする。
⑤作戦などについての話合いに参加しようとする。

①球技に積極的に取り組む。
③フェアなプレイを守ろうとする。
⑥一人一人の違いに応じたプレイなどを認めよ
うとする。

①攻防などの自己の課
題を発見する。
③自己や仲間の考えた
ことを他者に伝える。

④試合の行い方（知
識）

評価

①攻防などの自己の課題を発見する。
②合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫する。
③自己や仲間の考えたことを他者に伝える。

・公正（学③）
・協力や責任（学④）
・参画や共生（学⑤）

学習
内容

見
方
・
考
え
方

・本時の学習のねらいを確認する。
・前時までの内容を振り返り、個人やチームの
能力に応じた作戦を確認する。
・試合や試合運営での関わり方を考える。

・チームの作戦に応じた練習
・５対５エリア設定ゲーム
  (ハーフコート全面)
・試合運営(審判等)
・作戦に応じた攻防を目指した活動と関わり方
を振り返る。※７

・チーム内で学習のねらいに即したアドバイス
をする。

・本時の学習のねらいを確認する。
・前時までの内容を振り返り、個人やチームの
能力に応じた作戦を立てる。
・試合や試合運営での関わり方を考える。

・５対５エリア設定ゲーム
  (ハーフコート全面)
・試合運営(審判等)
・作戦に応じた攻防を目指した活動と関わり方
を振り返る。※８

・チーム内で学習のねらいに即したアドバイス
をする。

上記の学習内容
（知④）
に着目する。

知識
及び
技能
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Ⅴ 研究のまとめ 

１ 授業実践及び結果の考察  

(1)   育成を目指す「資質・能力（何ができるようになるか）」を明確にした授業づくり  

ア 保健分野  

単元計画において、単元全体及び各時間に育成を目指す「資質・能力（何ができるよ

うになるか）」を明確にして授業を展開した。そして、授業の終わりに本時のねらいに関

連して、「自分の生活を振り返り、よりよく心の働きが発達するためには、どんな場面で

何を心掛けて生活を送ることが大切ですか。」と発問することで、自分自身の生活に関連

付けて考えることができているか確認した。  

その結果、34 人中 33 人の生徒が自分自身の生活に関連付けた記述をすることができ

た。課題としては、心身の機能の発達は生活経験や学習の影響を受けながら発達するこ

とを理解させるため、教材や発問等の工夫により生徒に具体的な視点を与え、実生活の

より多様な場面と関連付けることができるようにすることである。 

「実生活と関連付けることができた生徒の記述（学習カードより抜粋）」  
 
 
  

イ 体育分野  

保健分野と同様に単元計画において、単元全体及び各時間に育成を目指す「資質・能

力（何ができるようになるか）」を明確にして授業を展開し、授業の終わりに本時のねら

いに関連して、「パスを受けるために、ゴール前の空いている場所に動くことができたか。」

について達成度やその理由を聞くことで、実現状況を確認した。  

その結果、33 人中 27 人の生徒が学習のねらいである「空間に走り込む動き」の達成

度について「できた」と肯定的な回答をし、「自分が動くことができたか。」や「仲間や

相手の動きを見ることができたか。」などの発問に具体的に記述することができた。 

課題は、「仲間に動き方の助言を伝えることができたか。」の発問に記述できる生徒が

少ないため、学習活動とカード等の関連を一層図り具体的な視点を与えることである。 

「仲間に動き方の助言を伝えることができなかった生徒の記述（学習カードより抜粋）」 
 
 

(2)   見方・考え方を働かせる「学習内容（何を学ぶか）」を明確にした授業づくり  

ア 保健分野  

見方・考え方を働かせる「学習内容（何を学ぶか）」を明確にした授業「何を学ぶか」

を明確にして授業を展開した。そして、学習カードで、見方・考え方を働かせる学習内

容である「知的機能」、「情意機能」、「社会性」に着目して、小学校の低学年の時代に比

べて、どのように発達しているかを発問することで、生活の質の向上に関連付けて考え

ることができているか確認した。  

その結果、34 名中 30 名が見方を働かせる「知的機能」、「情意機能」、「社会性」に着

目して、生活の質の向上に関連付けた考え方を記述することができた。課題としては、

心身の機能の発達に影響を与える要素について、見方・考え方を働かせるため、教材や

発問等の工夫により生徒に具体的な視点を与え、生活の質の向上と関連付けることである。  

Ａ  友達関係で、学校でみんなで協力するとき、苦手な子も仲良しの子も一緒にいら
れるようにたくさんの人の長所を見付けていく。 

Ｂ  自分のプレイに夢中で、あまり意識できなかった。 
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「学習内容に着目して、生活の質の向上に関連付けている記述（学習カードより抜粋）」 
 知的機能  情意機能  社会性  

Ｃ  
実物がなくても自分の頭
の中で想像して考える事
ができるようになった。  

自分の感情を制御できる
ようになった。  

相手がどう受け止めるか
を考えながら行動できる
ようになった。  

  
 イ 体育分野  

見方・考え方を働かせる学習内容である「空間に走り込む動き」について、授業の導

入で「知識（知る視点）」を学習し、授業の終わりに振り返ることで、「する・みる・支

える」の多様な関わり方に関連付けて考えることができたか確認した。  

その結果、見方・考え方を働かせる「空間に走り込む動き」に着目して、自己の適性等

に応じた「する・みる・支える」の多様な関わり方に関連付けて具体的に記述できた生徒

は、34 名中「する視点」では 25 名、「みる視点」では 23 名、「支える視点」では 12 名であ

った。課題としては、「支える視点」の記述ができる生徒が少ないため、学習カード等の工

夫を図り、学習内容に着目して生徒同士が伝え合う活動を意図的に設定することである。 

「する・みる・支える」の視点について、生徒の具体的な記述（学習カードより抜粋）」 
 

 

 

 
(3)   「学習過程（どのように学ぶか）」を明確にした授業づくり  

ア 保健分野  

育成を目指す資質・能力、見方・考え方を働かせる学習内容との関連を考え、「学習過

程（どのように学ぶか）」を明確にして、本時では主体的・対話的な学びを意識して授業

を展開した。まず授業の導入で、「知的機能」、「情意機能」、「社会性」について学習し、

授業の展開で小学校の低学年の時代に比べて、それらがどのように発達しているかを考

えた。次に、「感情が複雑になったり、記憶や理解する力が向上したりするのは、何が影

響しているのか。」を発問することで、自分の生活や経験を振り返り考えることができて

いるか確認した。  

その結果、34 名中 31 名が自分の生活や経験を振り返り、自分の考えを記述することが

できた。課題としては、生徒の「主体的・対話的で深い学び」を引き出すため、教師が、

教材や発問等の工夫により生徒に具体的な視点を与え、学習の見通しを振り返る場面、

グループなどで対話する場面等を計画的に設定した「学習過程」の工夫を図ることである。  
    「自分の生活や経験を振り返り考えている生徒の記述（学習カードより抜粋）」  

Ｇ  様々な経験で学んだこと、感じたこと、考えたことが影響していると思う。  
 

イ 体育分野 

本時では「学習過程（どのように学ぶか）」を明確にして、主体的・対話的な学びを意

識して授業を展開した。そして、「空間に走り込む動き」について、授業の導入で「知識

（知る視点）」を具体的な動きを通して全体で学習し、「パスを受けるために、ゴール前

の空いている場所への動き方」について各自が考えた上で、課題解決に向けたチーム練習を

行った。そしてまとめで、互いに工夫した点や練習や話合いでの関わり方を振り返った。  

Ｄ  
する視点  スペースを見付けて走り込み、パスをもらうことができた。 

Ｅ  
みる視点  仲間の場所を見てパスを出して、シュートを打ってもらった。 

Ｆ  
支える視点  

仲間がセットシュートをしようとしている場面で、ランニングの方が
よいと教えた。 
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その結果、34 名中 27 名が「空間に走り込む動き」に関連し、「課題の修正や新たな課

題の設定」などの主体的な学びに関わる発問に具体的に記述することができた。課題と

しては、「自己の役割に応じた活動の仕方」の対話的な学びに関する発問に記述できる生

徒が少ないため、学習活動とカード等の関連を一層図り「対話的で深い学び」を引き出

す「学習過程」の工夫を図ることである。  
「課題の修正や新たな課題の設定について、生徒の具体的な記述（学習カードより抜粋）」 

 
 
２ 研究の成果と今後の課題 

本研究では、中学校保健体育科において、「育成を目指す資質・能力を明確化し、学習内容  

や学習過程を構造的に整理する。そして、保健体育科の見方・考え方を働かせ、主体的・対  

話的で深い学びを実現する学習過程を工夫することで、生涯にわたって健康を保持増進し、 

豊かなスポーツライフを実現する資質・能力を育成することができるのではないか。」という 

仮説に基づき、研究を進めた。その結果、以下のような成果と課題が明らかになった。 

ア 成果 

(ｱ)  基礎研究 

「中学校保健体育科の目標」の内容を理解し、学習指導要領改訂の方向性の柱であ

る「資質・能力（何ができるようになるか）」、「学習内容（何を学ぶか）」、「学習過程

（どのように学ぶか）」を軸として、「中学校保健体育科の目標」、「育成を目指す資質・

能力」、「保健体育科の見方・考え方」、「主体的・対話的で深い学び」を一覧にして整

理することで、それぞれの関係性を明確にすることができた。  

(ｲ)  授業実践 

・ 「育成を目指す資質・能力」、「見方・考え方を働かせる内容」、「主体的・対話的

で深い学び」の位置付けを明確にした単元計画を作成することで、生涯にわたって

健康を持増進し、豊かなスポーツライフを実現する資質・能力の育成を目指す学習

過程作成の考え方を明らかにすることができた。 

・ 単元計画に基づいて、学習指導案や学習カードを作成し、「資質・能力」、「学習内

容」、「学習過程」を明確にして授業を展開することで、生涯にわたって健康を保持増

進し、豊かなスポーツライフを実現する資質・能力の育成を目指す授業の進め方を明

らかにすることができた。 

 イ 課題 

・ 基礎研究の内容をより理解しやすいように精査し、中学校保健体育科の次期学習指導  

要領への円滑な移行を図るため、研究発表等を通して普及・啓発を図ること。  

・ 保健分野の授業では、生徒が学習内容を実生活のより多様な場面に当てはめ、疾病等 

のリスクの軽減や生活の質の向上、健康を支える環境づくりと関連付けることができる  

よう、教材や発問、学習過程の工夫により具体的な視点を与えること。 

・ 体育分野の授業づくりでは、生徒が見方・考え方を働かせる学習内容に着目して「す 

る・みる・支える・知る」の多様な関わり方と関連付けることができるよう、教材や発  

問、学習過程の工夫により具体的な視点を与えること。 

Ｈ  マンツーマンで守備をされた時に、どうやってフリーになるか。 







 







 

 

  

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





 



T: Who was your partner, S1? 

S1: S2. 

T: What did you ask S2? 

S1: “What’s your favorite sushi?” 

T: I see.  S2, do you like sushi? 

S2: Yes. 

T: What’s your favorite sushi? 

S2: I like salmon. 

T: Salmon!  Nice.  Everyone, do you like sushi? 

 “Yes, I do.” Hands up.  

 “No, I don’t.” Hands up.  

 Really?  Why not? 

  

 

 



 What’s your favorite Japanese food?  

S3: I like mochi. 

T: Oh, you like mochi.  I see. 

 OK, everyone.  Now ask your partner, “What’s your favorite Japanese food.” 

  

T: OK.  S4, please ask S5. 

 S4 S5  

ALT

 

 



 

T: Today, I have some beautiful pictures. Look at this. 

 What’s this? 

SS:  



T: Yes.  How do you say  in English? 

S1: Star river? 

T: That’s a good guess.  It looks like a river, but it’s not “the Star River.” It’s called “the 

Milky Way.” 

SS:  

T: Now, I have a question. 

 Did you ever see the Milky Way before?  

Yes?  No? 

 “Yes, I did.”  

 “No, I didn’t.”  

T: Where did you see it? 

S2: In Karuizawa. 

T: Really?  I have seen the Milky Way in Karuizawa, too! 

 Now, how about this?  

 Have you ever seen the aurora before?

 “Yes, I have seen the aurora before.”  

 “No, I have never seen the aurora before.”  

 Can we see the aurora in Tokyo? 

S2: No, we can’t. 

 

 

T: OK, everyone. What are we talking about?  What is today’s topic? 

 Please talk with your partner. 

 Check the meaning and the form of the sentences. 

  



 

   

 

 

ALT  This is David. He likes curry. 
He plays baseball. 

 

   

  I went to Karuizawa during spring 
vacation. I bought some post cards there.
They were beautiful. 

 

   

 

  

We call him King Kazu. 
Kazu has played soccer for 44years. 
He has played it since he was 6 years old. 



 

 





 

T: Today’s situation is after school.  After school? 

S: 

T: Yes, “after school”.  After school, Raj is talking with… 

Who is Raj talking with?  

S: Emma. 

T: Yes.  Raj is talking with Emma.  After school, they are talking.  So, Emma has 

something in her hand.  What is that?  Try to guess what it is?

S: 

T: Yes, she has a flute.  Do you know this musical instrument?  Why does she have it? 

S: Music… Play… music club… 

T: OK.  She is in the music club and she plays the flute.  That’s why she has a flute in her 

hand.  She is in the music club and she practices the flute. 

S: Every day! 



T: So, today, we are going to listen to the dialog.  We try to catch the two listening 

points.   

No1 “When does she practice the flute?”  

No2 “Where does she practice the flute?” 

Are you ready?  Listen. 

 

T: Do you know the answers? 
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〈中学校道徳研究開発委員会〉 

研究主題 

「人間としてよりよく生きるための判断力が広がる授業の工夫」 

研究の概要 

平成 27 年３月、学校教育法施行規則の一部を改正する省令及び学習指導要領の一部改正に

関する告示が公示された。これにより、これまでの「道徳の時間」が「特別の教科である道

徳」（以下「道徳科」とする。）と改められた。この改正により、道徳教育の抜本的改善・

充実について、具体的な取組やその方向性が示された。 

 道徳の教科化に当たっては、具体的なポイントとして、「検定教科書を導入」、「内容に

ついて、いじめの問題への対応の充実や発達の段階をより一層踏まえた体系的なものに改

善」、「問題解決的な学習や体験的な学習などを取り入れ、指導方法を工夫」、「数値によ

る評価ではなく、児童・生徒の道徳性に係る成長の様子を把握」といった点が示された。 

人は一人では生きることができず、周りの人たちに支えられて生きている。このことから

本研究の主題には「人」ではなく、「自分と他者」という意味を含めた「人間」という表現

を使用した。また、道徳科の目標にある「人間としての生き方についての考えを深める」、

「道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる」の詳細の中にある「“主体的な判断に

基づく、よりよく生きていこうとする道徳的実践”」や「“道徳性とは、人間としてよりよ

く生きようとする人格的特性”」等の文言に着目し、主題を「人間としてよりよく生きるた

めの判断力が広がる授業の工夫」と設定し、多面的・多角的に考え、人間としての生き方に

ついての考えを深めることができる授業の工夫について研究を進めた。  

Ⅰ 研究の目的 

道徳の教科化は、「各教科等に比べて軽視されがち」、「資料の登場人物の心情理解のみに偏

った形式的な指導」、「分かりきったことを言わせたり書かせたりする授業」といった道徳の

時間の課題を改善することを意図している。（平成 25 年 12 月 道徳教育の充実に関する懇談

会「今後の道徳教育の改善・充実方策について」（報告））よって本委員会では、答えが一つ

ではない道徳的な課題を生徒一人一人が自分自身の問題として捉え、生徒達が今後出会うで

あろう諸問題に対して“よりよい判断”ができるよう多面的・多角的な視点から考え、議論

する検証授業を通して判断力が広がるような授業を研究・開発することとした。  
 
Ⅱ 研究の方法  
１ 仮説 

  生徒たちは日常生活の中で、様々な道徳的価値に対面し、どのように解決するかを自ら思

い悩み、時には他者と協働しながら対応していく。中学生になると、生徒たちは視野が広ま

り公共的な問題も道徳的問題として受け止めるようになる。このような実情を踏まえ、道徳

科は「自己の生き方を考え、主体的な判断の下に行動し、自立した人間として他者と共によ

りよく生きるための基盤となる道徳性を養うことを目標とする教育活動」（「中学校新学習指

導要領解説特別の教科道徳編」）とされている。 
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図 1（平成 27 年度 全国学力・学習状況調査）

 本研究では、「考え、議論する」ことを通して、道徳的問題を「自分のこととして」考えら

れるようになることを目指した。生徒の実態や発達の段階、教材の特質に応じた指導の充実

を図る中で、生徒が自分とは異なる考えや意見と向かい合い、議論することで物事を一面的

に捉えるのではなく、自らが道徳的価値の理解を基に、様々な視点から物事を理解し、主体

的、能動的、協働的に望ましい行動を判断・選択できる「道徳的判断力」を育てることがで

きるだろうと考えた。 

２ 教材選定 

(1)  『「３．１１」外国人から見た日本』（対象：第１学年） 

「日本から学ぶ 10 のこと」（『東京都教育委員会「特別の教科 道徳」移行措置対応  

東京都道徳教育教材集』） 

生徒の中に幼い日の記憶として残っていると考えられる「３．１１」東日本大震災を教

材にして、日本人が避難所などでとった行動の理由を多面的・多角的に考えさせる。本教

材では、彼らの行動が先人が形成してきた我が国の伝統や文化の証であり、国際社会と向

き合うことが求められている我が国の一員としての自覚について再考できる内容となって

いる。本教材を通じて、生徒の「道徳的判断力」を育てたいと考えた。 

(2)  「卒業文集最後の二行」（文部科学省「私たちの道徳」）（対象:第２，３学年） 

新学習指導要領では、「善悪を判断し、人間としてしてはならないことをしない」といっ

たことが生徒たちは十分に育っていないのではないかと指摘されている。いじめられてい

る生徒に寄り添うとともに、一方では、してよいことと、悪いことを適切に判断し、望ま

しい行動を選択できる生徒の育成が急がれる。 

次の資料は「平成 27 年度 全国学力・学習状況調査」児童・生徒質問紙調査の集計結果

（中学校）の抜粋である。 

「人の気持ちが分かる人間にな

りたいと思いますか」、「いじめは、

どんな理由があってもいけないこ

とだと思いますか」のいずれの質

問についても、「そう思う」、「少し

思う」が 90％を超えており、ほと

んどの生徒は、「いじめはよくない」

と理解していることが分かる。しかし、「いじめ」はいけないことだと頭の中では分かって

いても、また自分の身近にいじめではないかと思われる行為があったとしても、そのこと

について深く考えることが今までになく、どのように対応すればよいか判断ができない場

合があるため、そのような態度がいじめの解決を妨げてしまうということが考えられる。 

このことを踏まえ、本教材を通じて、いじめを「受けている人」、「いじめをしている人」

だけの問題ではなく、「傍観している人」も含め、生徒一人一人が自分の内面と真摯に向き

合い、その本質的な解決を図るとともに、他者の痛みを当事者意識をもって考え、共感で

きる豊かな判断力を育てたいと考えた。  
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Ⅲ 研究の内容 

 実践事例１－１ 

(1)  主題名 内容項目Ｃ 「我が国の伝統と文化の尊重、国を愛する態度」 

優れた伝統の継承と新しい文化の創造に貢献するとともに、日本人としての自覚をもっ

て国を愛し、国家及び社会の形成者として、その発展に努めること。 

(2)  教材名  『「３．１１」外国人から見た日本』 

本教材の主人公である「私」は近所の人が挨拶をしないことから日本に嫌気がさしてし

まい、「いっそのこと海外に住んでみようか」と考える。そんなとき、何気なく付けたテレ

ビで「東日本大震災においてとった人々の行動」について外国人が「バスを待つ間パニッ

クを起こさず並んでいた」ことなど、「日本人のとった行動の素晴らしさ」について語って

いるのを聞く。さらに、後日「世界一幸せな国」と言われるブータン国王が、来日時に国

会で「東日本大震災について」、演説（※後述資料１「演説の概要」）をするのを聞き、「私」

は涙を流し、日本人としての自覚を感じる。 

   教材の後半は、ベトナム警察官の体験談（被災者への配給をしているとき、寒さに震え

ている少年に夕食のパックを渡したが、少年はパックを戻し再び列に並んだことなど）が

載っているが、今回の授業では他の資料を使用するため実践事例１－１及び、１－２とも

に補助資料として後から配付するのみとした。 

「３・１１」の東日本大震災でとった人々の行動の理由を多面的・多角的に考えさせ、

それらを通して先人たちと対話し、新たな伝統や文化を形成してきたことを踏まえること

ができる。また、国際社会と向き合うことが求められている我が国の一員としての自覚に

関する内容であり、我が国の一員としての自覚と責任について再考できる教材である。 

本文は６ページにわたり書かれているが、本授業（実践事例１－１）ではブータン国王

の国会での演説を範読するとともに、終末で考えたことや感じたことを書き終わったとこ

ろで「『特別の教科 道徳』移行措置対応 東京都道徳教育教材集」の 20 ページに掲載さ

れている「日本から学ぶ 10 のこと」を配付、黙読させることで本時に考えたこと」を、

更に深める資料として扱う。 

(3)  ねらいとする道徳的価値について 

中学校の段階では、入学して間もない時期には、日本の国土や歴史に対する理解が深ま

り、伝統と文化に対しても一層関心をもつようになる。学年が上がるにつれて、我が国固

有の優れた伝統と文化などの価値を継承し新たな文化を創造していこうとする態度、国を

愛する心と国家の発展に寄与しようとする態度を育成することが大切となる。  
そのために、小学校における指導内容を更に発展させ、「我が国の伝統と文化の尊重、国

を愛する態度」について、日本人としての帰属意識を再考するとともに、新しい文化の創

造と社会の発展に貢献しうる能力を一層重視する。  
さらに、人間が既に伝統や文化の中に身を置いて生きており、また身をもってそれらを

理解する働きを通して、日本人としての自覚をもって国を愛し、国家及び社会の形成者と

して、その発展に努めることができるような道徳的判断力を広げる。 
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(4)  指導と評価の工夫 

ア 導入及び資料提示の工夫 

      紙面にして配ると生徒が字を追うことに集中してしまう場合がある。また、発問の度

に答えを文面から読み取ろうと、再度読み直すこともある。これでは、いつまでも読み

物中心の道徳の授業から脱却できないと考え、内容をできるかぎり要約し伝えることで、

聴きながら内容を押さえる指導をしている。 

イ 多面的・多角的な視点で話合いができるようになるための発問の工夫 

      教師が４人程度で構成されたグループで議論しているところに行き、生徒一人一人の

考えを深めさせる机間指導をしていく。また、教師とあるグループとのやり取りを全体

に示すことで、他のグループにおける議論も深めていく。 

   ウ 計画的に生徒の判断力を広げるための工夫 

    具体的な行動の例を示したいと考え、東日本大震災の際に見られた日本のよさについ

て教師が新聞やインターネット等で調べた事例を資料として用いた。 

  エ 評価の工夫 

生徒が将来出会うであろうそのときに向けて思いや願い、行動していこうという決意

が芽生え、その後の生活に変化があったか学期末（授業後２か月後）にアンケートをと

ることにした。 

 
(5)  指導過程       〇教員の発問等 ▼生徒の活動 ◆予想される生徒の発言等  
 主な学習活動  指導上の留意点  

導 

入 

 

10 

分 

・ブータン国王の国会演説時の写真を掲示する。 

〇この人はある国の国王です。どこの国の国王でし

ょうか。 

◆・タイ王国 ・ネパール連邦民主共和国  

・マレーシア ・インド ・ブータン  

〇ブータンの国王です。 

  

 

・資料１ ブータン国王の国会での演説の概要を紹

介する。 

〇「震災後ブータンの国王が来日して国会で日本国

民はすばらしいと冒頭で述べていました。今日は

この日本のすばらしい『よさ』について考えてい

きましょう。」 

・ブータンの国王の写真を 

掲示する。 

・数人の予想を発表させる。 

・後半の授業の時間を確保する

ため、記入させない。 

・ブータンは、「世界一幸せな

国」と紹介されることの多い

国であることを補足する。 

・教師が範読する。読み物中心

の道徳の授業から脱却したい

ため資料は配らない。 

 

 

 

 

・資料２ 東日本大震災の際に見られた日本のよさに

ついて、教師が新聞やインターネット等で調べた事

例を紹介する。 

 

・教師が読み上げて紹介する。

資料は配らない。 

・具体的な行動の例を想起させ

るために、何点か写真で紹介
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展

開 

 

30 

分 

○発問１ 「今の事例の中でどんな『日本のよさ』に

気付いたのかワークシートに書いてみましょう。」 

◆・バスの行列にパニックを起こさず静かに並んで

いる。 

・満員のバスで無理に割り込もうとしなかった。

 ・周りの人の気持ちも考えて行動できる。 

 ・助け合うことが当たり前だと思っている。 

 ・マナーがよい。 

 ・思いやりがある。 

 

◎発問２ 「今、紹介した人たちは、なぜこのような

行動をとることができたのでしょうか。」 

◆・自分のことだけではなく、全体のことを考えてい

るから。 

・避難訓練などで非常時の心構えを習ってきている

から。 

・子供の頃からしつけられてきているから。 

 ・みんなで助け合うのが当たり前だから。 

▼個人で考え、グループで共有する。 

▼グループで共有したところで、一つのグループに発

表させ、その真意を導き出す。 

する。 

・ワークシートを配付する。 

・多くの内容を引き出す。 

 

 

 

 

 

 

 

・行動の真意について考えさせ

るために、行動の背景を考え

させる。 

 

 

 

 

 

 

・各グループ内での発表 

・例えば「なぜ、〇〇なのです

か。」などと質問し、その考え

の真意に近付けさせる。 

終 

末 

 

10 

分 

○「『日本のよさ』について感じ、考え、これから

の自分の在り方、引き継いでいきたいことなどを

考えることはできましたか。この時間で感じたこ

と、深まったことを書いてください。」 

資料３（「日本から学ぶ 10 のこと」）を配付 

◆・「思いやり」を大切にする、ルールを守るなど

を家や学校で教わっている。 

・学んでいることには意味がある。「よいこと」

は日本の伝統として伝えていく。 

・日本のよさをとても感じた時間だった。 

・自分の周りではこのようなことは少ないと思っ

ていたけれど結構多いものだ。 

・資料３を黙読させ、感想を記

入させる。 

・机間指導して、時間があれば

発表させたい。 
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学 

期 

末 

○「２学期の生活の中で日本のよさについて更に気

付いたことは何かありましたか。また、日本のよ

さを失わないために意識して生活してきたことは

何ですか。」 

・学期末に、振り返りの時間

（アンケート）を実施する。 

評価 

・日本のよさ、引き継いでいきたいことについての記入や発言がある。 

・人の意見に傾聴し、よりよく生きるための選択肢を増やそうとする様子が見られる。 

(6)  授業記録（発問に対する生徒の反応）  

発問２ 今、紹介した人たちはなぜこのような行動をとることができたのでしょうか。  
○ 日ごろから周りの人への気配りや、他人を気遣うことが素晴らしいことだと経験してきて

いるから。                        
○ つらい時こそ復興に向かう日本の強さを周りに感じてほしかったから。  
○ 私たちは小さい頃から周りの人に支えられて生きてきた。また、周りの人を大切にしなが

ら生活している大人を見て育ってきたから。  
○ 日ごろからマナーについて考え、ルールを守ることの大切さが分かっていたから。  
発問３ この時間で感じたこと、考えたこと、深まったことは何でしたか。  
○ 日本人の心の素晴らしさを学んだ。今後も日本人であることを誇りに思い、行動していき

たいと思った。 

○ 日本のよさは、つらい時こそ強くたくましくなれるところだと思った。僕はその一員とし

て恥じぬように生活していきたい。 

○ 改めて日本のよさが分かった。普段の生活の中で考えたことがなかった。  
○ 日本の人たちは親からの愛や、経験してきたことを通して、このように他人を気遣う気持

ちが根付いているのではないかと考えた。もっと日本の過去の出来事を知りたいなと思った。 
○ 避難訓練や集団下校等、色々と経験しておくことが大切だと思った。  
○ 人の立場になって考えて行動することが大切だと思った。  
○ どうしてこういうことができるのか不思議に思った。自分もこのような行動ができる人

になりたい。  
 
学期末（授業後２か月後）に次の質問をした。  

２学期の生活の中で日本のよさについて更に気付いたことは何かありましたか。 

また、日本のよさを失わないために意識して生活してきたことは何ですか。  
○ 事故のために乗っていた電車が駅で止まり動かなかった。でも誰も何も言わなかった。  
○ コンビニエンスストアに買い物に行くと店員さんが丁寧に接してくれた。  
○ お辞儀が多い。車に止まってもらったときにも頭を下げた。  
○ 何事にも周りの人を優先してきた。 

○ 周りの人と常に交流し続けた。 
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(7)  指導と評価の工夫の考察  

ア 導入及び資料提示の工夫 

内容の要約を範読したことでグループごとの話合いの時間（グループごとに机間指導

で揺さぶりをかける時間）を十分とることができたが、資料を配付する時期は考える必

要があった。 

  イ 多面的・多角的な視点で話合いができるようになるための発問の工夫 

      どの行動をとったのかではなく、どうしてその行動をとったのかという道徳的判断の

理由を共有することが大切であると考え、全てのグループでなぜその考えに至ったのか

揺さぶりをかけることができた。この机間指導を通して議論の仕方を教えていくことも

できた。しかし、教師とあるグループとのやり取りを全体に示したが、ねらいとする掛

け合いに至らなかった。 

  ウ 計画的に発達段階に応じた生徒の判断力を広げるための工夫 

    具体的な行動の例として、新聞やインターネット等で調べた事例を用いたことにより、

当時幼かった生徒も具体的な場面を思い描くことができたようだ。 

  エ 評価の工夫 

   生徒が将来出会うであろうそのときに向けて思いや願い、行動していこうという決意

が芽生えたか２か月後に再度アンケートをとった。３割の生徒が意識して過ごしていた

という結果だった。また、２か月の生活の間に日本のよさを感じた生徒がいた。 

 

実践事例１－２ 

 改訂のポイント ※(1)～(3)は実践事例１－１と同じ  
(4)  指導と評価の工夫 ※ウ、エは実践事例１－１と同じ 

ア 導入及び資料提示の工夫 

実践事例１－１では資料を配付しない形で実践したが、内容が音声だけではなく、視

覚からも訴えるために「日本のよさ」に関わる部分が入りやすいこと、また、音声だけ

の情報だけでは分かりにくい生徒がいることを配慮し、資料を配付した。また、話合い

の時間を確保するため「ブータン国王の演説」までを配付、範読し、後半は最後の参考

資料として配付するのみとした。 

  イ 多面的・多角的な視点で話合いができるようになるための発問の工夫 

話合い活動を円滑に進めるために、生活グループ（５～６名）で実施した。本学級で

は、入学当初から「グループエクササイズのルール」として「話をしている人を見る」、

「否定的な意見は言わない」、「なるほどと思うときには、それが伝わるようにフィード

バックをする」などの指導を重ね、グループのリーダーが、毎回司会と発表を務めてい

る。「なぜ、どうして」という部分を、グループのリーダーが切り返すなどし、まだ深く

話せる内容のところには教員が「それが、どうしてかを話し合ってみよう」と声掛けを

するなど、継続的に話合い活動の指導を重ねている。 

  

 



－129－ 

 

(5)  指導過程       〇教員の発問等 ▼生徒の活動 ◆予想される生徒の発言等  
 主な学習活動  指導上の留意点  

導 

入 

５ 

分 

〇「日本のよさ」と聞いてどんなことが思い浮かび

ますか。 

◆・和食 ・平和 ・水が飲める など 

○では「日本人のよさ」と聞くとどんなことが浮か

びますか。 

・後半の授業の時間を確保する

ため、２、３人に簡潔に聞く。

 

・回答は聞かない。 

展

開 

 

30 

分 

・資料１を配付する。 

○発問１ 「資料を通して気付いた『日本のよさ』に

ついて書いてください。」 

・ワークシートを配付する。 

◆・整然と歩いて帰路についた。 

・最悪の状況下で静かな尊厳、自信、規律、心の強

さをもって対処した。 

○補助発問 「３・１１のとき、みなさんはいくつ

でしたか。どう過ごしてしていましたか。」 

◆・こわかった。 

 ・大変なことに気付いてなかった。 

 ・幼稚園に友達の親が迎えに来てくれた。など 

・資料２を提示する。 

 

◎発問２ 「今までの資料を通して『どうしてこの

ような行動ができたのか』考えてみましょう。」 

 →個人で考え、グループで共有し、議論する。 

◆・助け合うのは当たり前だから。 

 ・日本人は思いやりの心があるから。 

○補助発問 「人はみんな生まれたときから『困っ

ている人を助ける』、『他人を思いやる』が当たり

前にできるのでしょうか。」 

◆・親、またその親、先祖代々に教えられてきた。

・戦争や辛い歴史の中で学んできた。 

・「思いやり」は日本の文化として発展してきた。

 

 

▼各グループの発表のあと、話合いの中で「なるほど」

と思ったことを発表する。 

 

 

・教師が範読する。 

・最初に考えたことから、「改

めて資料を通して気付いたこ

と、知ったこと」を書くよう

に伝える。 

 

 

・幼かった、また、東京にい

なかった、などの生徒もい

るので、当時の状況を振り

返る。 

 

・３・１１の当日、また、そ

の直後の状況を知る。 

 

 

 

・各グループ内で考えの共有 

 

・「どうしてできるのか」を深め

るように指示をする。 

 

・人は「生まれながら皆思いや

りの心をもっている」のでは

なく、「そう育てられてきた」

という背景を考えさせる。 

 

・グループでまとめられた意見

の他に「なるほど」と思った

ことがあったら、発表させる。
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終 

末 

 

15 

分 

○補助発問（時間があれば実施） 「３．１１の時、

幼かった自分が今、又は今後、このような状況に

あったときできること、また、したいと思うこと

はありますか。」 

 

○発問３ 「この時間を通して改めて気付いたこと、

感じたこと、深まったことを書いてください。」

・時間がある場合には考えさせ、

発表させる。時間がなければ、

感想を書くときに「できるこ 

と」も考えてみようと、付け

加える。 

・感想を記入させる。 

・書き終わった生徒が出てきた

ら資料３を配付する。 

学

期

末 

○ 「日本のよさについて気付いたことはありま

すか。」 

・学期末に、振り返りの時間（ア

ンケート）を実施する。 

評価 実践事例１－１と同じ 

(6)  授業記録（発問に対する生徒の反応） 発問２までは実践事例１－１と同様 

補助発問 ３・１１のとき、幼かった自分が今、又は今後、このような状況にあったときで

きること、また、したいと思うことはありますか。  
○ 小さい子供の面倒を見てあげたり、重い荷物を運んだり、自分たちの年代にしかできない  

ことをしっかりやっていきたい。  
○ 自分には力仕事はできないので、不安になっている人たちを励ましたり、笑顔にしてあげ  

たりできるような存在になりたい。  
〇 人の話をよく聞いて、まだ伝わっていない人たちに教えられたらいいと思う。  
〇 自分は体力に自信があるので、動けない人、高齢者、けが人、妊娠している人を支えたり、  

荷物を運んだりして役に立ちたい。  
発問３ この時間を通して改めて気付いたこと感じたこと、深まったことを書いてください。

○ この授業を通して、日本人の良いところがたくさん見付かりました。日本は地震が多い国

だから、また大きな地震があったとき、私達ができることを少しでも多くしたいです。日

本人が思いやりをもてる理由など、話合いをしてみんなの意見を聴き、深く考えることが

できました。 

○ 日本人の助け合う心、周りのことを考えられる力が震災からの復興につながった。あの時

はまだ小さくて何も分からなかったけれど、今振り返ると震災からの復興は、ただ時が過

ぎたからではなく、助け合う、協力する日本国民のよさがつながっていたことが分かり、

改めて素晴らしいと思った。この日本のよさを受け継ぎ、日本の一生のものにしたいと思

った。 

○ この時間を通して改めて「日本のよさ」、「日本人の心」などを知ることができました。日

本にはたくさんのいいところがあるので、日本に生まれてきて良かったと思いました。こ

れからも「日本人の心」を大切にしていきたいと思います。また、外国からも尊敬される

日本になれるよう自分自身もこれから努力していきたいと思います。 

○ 「なぜ当たり前のことができるのか」、「なぜマナーを守れるのか」などについて話し合い、



－131－ 

 

とても難しかったけれど、みんなで意見を出し合って考えを深めることはとても楽しかっ

たです。他の班の意見に耳を傾け、全員が真剣に日本のよいところについて考えていたの

でよかったと思いました。 

○ 日本の素晴らしいところを次の世代にも引き継いでいく必要があると思った。 

(7)  指導と評価の工夫の考察  

ア 導入及び資料提示の工夫  

授業の最初に「日本のよさ」というキーワードを出したため、授業を通して「日本の

よさ」について考えることができた（ねらいにせまることができた）。  
また、資料を配付することにより、日本人の「文化、伝統及び価値観にしっかりと根付

いた資質（ブータン国王の演説より）」というような「よさ」が生徒達に分かりやすかった。  
イ 多面的・多角的な視点で話合いができるようになるための発問の工夫 

「グループエクササイズのルール（教室に掲示）」が年度当初より確認してあること、 

グループのリーダーが意見を集約して発表することなど、「話合い活動から発表へ」の流

れがスムーズだった。また、リーダーの発表がすばらしかった。  
また、話合い活動の前半は、意見の交換が中心だったが、途中でいったん話合い活動

を止め、「当たり前にできたのがどうして当たり前なのか」の「どうして」を深めてほ

しいと伝えたところ、話合い（議論）が活発になった。教師の一言（一押し）が重要で

あると感じた。（今回は第１学年で実施したが）第３学年になる頃には、グループのリ

ーダーがこの役割をできるようになるとよい。  
ウ 計画的に発達の段階に応じた生徒の判断力を広げるための工夫 

補助発問の「今の自分だったらできること」は、ややねらいから離れる部分もあるが、  
「判断力を広げる」という意味では有効である。  

  エ 評価の工夫 （実践事例１－１と同じ） 

 
資料１ ブータン国王の国会での演説の概要 

皆さま、日本および日本国民は素晴らしい資質を示されました。他の国であれば国家を打ち

砕き、無秩序、大混乱、そして悲嘆をもたらしたであろう事態に、日本国民の皆様は最悪の状

況下でさえ静かな尊厳、自信、規律、心の強さを持って対処されました。文化、伝統および価

値にしっかりと根付いたこのような卓越した資質の組み合わせは、我々の現代の世界で見いだ

すことはほぼ不可能です。全ての国がそうありたいと切望しますが、これは日本人特有の特性

であり、不可分の要素です。このような価値観や資質が、昨日生まれたものではなく、何世紀

もの歴史から生まれてきたものなのです。それは数年数十年で失われることはありません。そ

うした力を備えた日本には、非常にすばらしい未来が待っていることでしょう。 
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資料２ 東日本大震災の際に見られた事例（新聞やインターネットより） 

○ 渋滞した交差点での出来事 

一回の青信号で１台しか前に進めないような状況だったけど、誰もが譲り合い、穏やかに運

転している姿に感動した。複雑な交差点で交通が５分以上動かないシーンもあったけど、10

時間の間お礼以外のクラクションの音を耳にしなかった。 

○ 支払い 

アルバイト中に地震があってほぼ満席の状態から、お客さんに外に避難してもらった。「支

払いしてもらえないだろうな」と思っていたほとんどのお客さんが戻ってきて会計してくれた。

ほんの少しの戻られなかったお客さんは、今日わざわざ店に足を運んでくださった。 

○ 外国の人から見た日本人 

震災の時の反応。物が散乱しているスーパーマーケットで、落ちているものを律儀に拾い、

そして列に黙って並んでお金を払って買い物をする。また、運転再開した電車で混んでるのに

妊婦に席を譲るお年寄り。この光景を見て海外の人が絶句したそうだ。 

○ 声を掛けること 

昨日、近所のお兄ちゃんに感動した。家に一人で居たらしく、震災後すぐ自転車で飛び出し

近所をひと回り。「大丈夫ですか。」と道路に逃げてきた人達にひたすら声を掛けていた。あの

時間には高齢者や母子しか居なかったから、声掛けてくれただけでもホッとした。 

○ ホームにて 

地下鉄は、非常に混雑していた。ホームにも、改札の外にも、電車を待つあふれんばかりの

人。でも、誰一人列を崩さず、通路を開け、係員の誘導に従っていた。ロープがあるわけでも

ないのに、通る人のための通路スペースができていた。 

○ 母の言葉 

亡くなった母が言っていた言葉を思い出す。「人は奪い合えば足りないが分け合うと余る。」

被災地でこのことが実践されていた。日本を誇りに思います。頑張ってください。 

 

資料３ 世界銀行副総裁だった西水美恵子さんに届いたメール 

（『東京都教育委員会「特別の教科 道徳」移行措置対応 東京都道徳教育教材集』） 

より抜粋 

平成 23 年 3 月 11 日午後２時 46 分、世界銀行副総裁だった西水美恵子さんに元部下か

らの国際電話があった。出張で東京に来ていて震災に遭ったという。大津波警報を伴う巨

大地震が起きたことを知らせてくれた。「ミエコの国の人たちは素晴らしい……強い余震が

来るなかで……みんなまわりの人を思いやって……まわりの人を思いやって……助け合っ

ている……こんな民族が住む国がこの世にあったなんて……信じられない……」ワシント

ンに戻った部下から西水さんのもとに次のような１通のメールが転送されてきた。 

１ 平静   悲痛に胸を打つ姿や悲嘆に取り乱す姿など見当たらない。悲しみそのものが気

高い。  

２ 威厳   水や食料を得るためにあるのは、秩序正しい行列のみ。乱暴な言葉や、不作法

な動作など、一つとしてない。 
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３ 能力   例えば、驚くべき建築家たち。ビルは揺れたが、崩れなかった。 

４ 品格   人々は、皆が何かを買えるようにと、自分に必要なものだけを買った。 

５ 秩序   店舗では、略奪が起こらない。路上では、追い越し車も警笛を鳴らす車もない。

思慮分別のみがある。 

６ 犠牲   50 人の作業員が、原子炉に海水をかけるためにとどまった。彼らに報いるこ

となどできようか？ 

７ 優しさ レストランは、値を下げる。無警備のＡＴＭ〔現金自動受払機〕は、そのまま。

強者は弱者を介助する。 

８ 訓練    大人も子どもも、すべての人が、何をすべきかを知っていた。そして、すべき

ことをした。 

９ 報道    崇高な節度を保つ速報。愚かな記者やキャスターなどいない。平静なルポのみ

がある。  

10 良心    停電になったとき、レジに並んでいた人々は、品物を棚に戻して静かに店を出た。 

ワークシート（例） 
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実践事例２－１ 

(1)  主題名 内容項目Ｃ「公正、公平、社会正義」 

       正義と公平さを重んじ、誰に対しても公平に接し、差別や偏見のない社会の実

現に努める。 

(2)  教材名  「卒業文集最後の二行」（文部科学省『私たちの道徳』） 

この読み物教材は、筆者の子供のころの体験を 47 歳になってから書いた作品である。 

Ｔ子は幼くして母を亡くし、弟たちの母親代わりを務めていた。筆者は六年生のとき、

先頭に立ってＴ子をいじめた。ある日、漢字の小テストで、Ｔ子の答案用紙をカンニング

してしまう。その結果、筆者は満点を取り最高得点者になる。しかし、カンニングをしな

ければＴ子が最高得点者になるところだった。筆者は自分の不正行為を棚に上げ、友人と

共にＴ子がカンニングしたとはやし立てる。自分のやっていることが罪だと認識しながら

も、Ｔ子を責めている人間の醜さと弱さが取り上げられている。 

Ｔ子への罪悪感を実感しつつも、筆者は謝罪することもなく卒業式を迎えてしまう。そ

の日の夜、筆者は配付された「卒業文集」を読み、衝撃を受ける。Ｔ子の作文の、最後の

二行の言葉からＴ子の深い悲しみと苦しみを知り、深く反省するのである。三十年以上の

歳月が経っても、筆者の心から離れない懺悔
ざ ん げ

の念から、人間らしく生きることの意義を考

えさせ、いじめや差別、偏見を断固として許さないという道徳的判断力や態度につなげ、

正義感を培うことのできる資料である。 

(3)  ねらいとする道徳的価値について 

人は生まれながらにして、誰もが自由・平等に幸福を追求する権利をもっている。しか

し、現実には差別や偏見が存在し、様々な人権侵害が起こっている。中学生の時期に人間

としての生き方について考え、自己を見つめ、向上を図るなど自己の生き方に関する思考

を深めることは重要なことである。よりよい社会を実現するためには、自他の不正や不公

平を許さない断固とした姿勢と、力を合わせて積極的に差別や偏見をなくそうとする姿勢

が求められる。本主題を基に、今後、差別や偏見に関する問題が起きたときに、自己の正

義感を奮い立たせ、公正公平を重んじるよりよい社会の実現に向かうための道徳的判断力

を育てたい。        

(4)  指導と評価の工夫 

ア 導入の工夫 

     対象が中学校第３学年であることから、今後取り組む「卒業文集」の内容を考えさせ

るようにした。生徒は、行事や部活動など、自分にとって成長できたエピソードや楽し

い印象をもった日々の思い出をテーマに選ぶ傾向にある。その後、「卒業文集」という

題材では予想しないであろう教材の内容を知ることで、教材に引き込ませ、今回の主題

に迫る姿勢を養わせるようにした。   

イ 展開の工夫 

「なぜ悪いと分かっているのに、いじめは起きるのか」、「いじめを無くすために何が

できるだろうか」という発問に対し、まず自己との対話で意見を整理させる。その後、

グループで意見を交流し議論につなげる。発表より議論の時間を重視することで、一人
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一人が多面的・多角的な価値をより確実に捉えられるようにした。 

ウ 終末の工夫 

    終末で「いじめた側」である筆者、そして「いじめられた側」がその後どのように感

じているか、それぞれの意見を理解させるようにした。考え方の相違を理解することで、

現在もしくは今後の自分が直面するであろう道徳的諸問題に対して、よりよく生きるた

めの道徳的判断をする術を習得させるようにした。 

  エ 評価の工夫 

いじめがいかにむごく悲惨なものであるかを改めて理解した上で、今後、自分がいじ

めに直面したときに毅然とした意識でどのような行動をとるのかを、ワークシートに記

入させる。その中で道徳的判断力の広がりを確認できるようにした。 

板書計画 

      

ワークシート（両面） 

＜表＞                  ＜裏＞               
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(5)  指導過程        〇教員の発問等 ▼生徒の活動 ◆予想される生徒の発言等 

 主な学習活動 指導上の留意点 

導

入 

３ 

分 

〇「三学期に、卒業文集の作成に入ります。皆さん

はどんなことを文章にしようと思いますか。」 

◆修学旅行、部活動、体育祭、仲間との思い出… 

 →楽しい、自分にとって大切な思い出だから。 

・数名の生徒を指名し、自由に

発言させる。その際、理由も

含めて深く考えさせたい。 

展

開 

 

12 

分 

 

 

 

 

３ 

分 

 

 

 

個

人 

５

分 

 

集

団

で

議

論 

10 

分 

 

 

 

▼本時の読み物教材の範読を聞く。 

▼主人公と、いじめられた人の確認。 

◆主人公 → 「イチノヘ」（私＝筆者） 

 いじめられた → Ｔ子 

〇「あなたが、いじめられる『Ｔ子』の立場だった

らどのように感じるか、考えてみましょう。」 

◆もう、学校に行きたくない。 

◆自分はいなくてもよい存在なのではないか。 

 

〇「あなたが、卒業文集最後の二行を読んだ後の『イ

チノヘ』の立場だったらどのように感じるか、

考えてみましょう。」 

◆何というひどい仕打ちをしてしまったのだ。 

◆謝って許されることではないが、謝りたい。 

 

 

▼自分の意見を考え、グループで議論させる。 

◎「１．いじめは悪いと分かっているのに、なぜ起

きてしまうのでしょう。止められないので

しょうか。無くならないのでしょうか。」 

 「２．いじめを無くすためには、どうすればよい

でしょうか。」 

 

▼自分の意見・考えを整理（個人）  

→ 議論（集団で意見・考えの共有） 

 

 

▼議論を通して、多様な意見・考えと出会い、自分

の意見・考えを振り返る。 

 

 

・和やかな導入の雰囲気から、

真剣な雰囲気に引き込んでい

くように留意する。 

 

・Ｔ子の痛みや心情を共感的に

受容し、想像させることを通

して、いじめの残酷さと非情

さを感じ取らせる。 

 

・Ｔ子の心の痛みを痛感し、心

ない行為を猛省する主人公の

気持ちを捉えさせる。 

 

 

・ここでワークシートを配付する。

 

・個人で考える時間、グループ

で議論する時間をそれぞれ十

分に確保する。 

・グループのリーダーを中心に

５～６名で議論させる。 
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６ 

分 

◆人をからかったりすると優越感に浸れるから。 

◆人それぞれ受け止め方にずれがあるから、いじめ

は無くせない。 

◆日々生活をしながらお互いを理解していく中で、

関わり方をそれぞれに合った形に変えることで、

いじめは無くすことができると思う。 

◆一人一人が成長し、大人になる。 

 

▼代表して１～２グループに議論した内容を発表さ

せる。 

・意見をまとめるのではなく、

自分と他者の意見の交流によ

って、新しい発見に出会うこ

とが大切だと理解させる。 

 

・考えを深めさせるために、自

分が共感した意見をワークシ

ートに記入する。 

 

終 

末 

 

 

 

６ 

分 

 

 

 

 

５

分 

〇「その後、『イチノヘ』はどのような行動をしたと

思いますか。」 

◆後悔し続けた。 

◆「Ｔ子」に謝りに行った。 

▼筆者「イチノヘ」のその後を知る。 

▼教師の体験談を話す。 

 【案】いじめられた側の視点に立った資料（官公

庁発行資料等）の活用 

  

 

 

▼ワークシートに授業全体の感想を記入し、自己評

価させる。 

 

 

・30 年間も「Ｔ子」に謝ること

ができない筆者「イチノヘ」

の気持ちを感じ取らせる。 

 

 

・いじめられた側にとって、過

去の記憶は忘れ去りたいもの

であり、だからこそいじめは

取返しのつかないものだとい

うことを捉えさせる。 

 

・「いじめはなかなかなくせない

ものではあるが、なくしてい

かなければならない」という

前提に立って、改めて自分の

考えを振り返らせる。 

評価 

・いじめの愚かさや、誰に対しても公正、公平にすることの大切さを理解できたか。 

・誰に対しても公正、公平にし、差別や偏見のない社会を実現していこうとする心情や、道 

 徳的判断力を広げることができたか。 
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(6)  授業記録 

発問に対する生徒の反応 

発問１ いじめは悪いと分かっているのに、なぜ起きてしまうのでしょう。止められない 

のでしょうか。無くならないのでしょうか。  
○ 一人一人がいじめられる人の立場を理解し止める勇気をもてば、周りを気にすることが無

くなる。 

○ 意見の食い違いや性格の違い、人には好き嫌いがあるから、いじめは起きる。もし、止め

ようとして自分がいじめられるようになると思うと、怖い。 

○ そもそも自分が弱いことを隠すために自分よりも弱い人を作り、強いと思い込みたいから、

いじめは起きる。自分より弱い者がいることで安心感を得ようとするのかもしれない。 

○ 傍観者がいじめを止められる人にならなければ、終わらないと思う。 

○ 自分や仲間とは違った性格や趣味、容姿をもつ人を排除しようとしたり、下等なものだと

みなしてしまったりする人間心理が働くから。この心理を自制することができない人たち

が、いじめを起こす要因となる。自制する力がなければ、いじめは起こり続け、止められ

ない。 

発問２ いじめを無くすためには、どうすればよいでしょうか。 

○ 相手の悪い部分ではなく、よい部分を見付けていくようにする。 

○ 自分自身が今の行動を見直し、もし嫌な思いをさせていると感じたなら勇気を出して謝罪

する。一人一人の自覚を高めることが大事だと思う。 

○ 一人一人違いがあるのだという前提を理解する。そして、その違いを受け入れる。そうな

ることが成長なのだと思う。 

○ 加害者はいじめだという認識が薄いと思う。だからそれを見ている周りの人たちが、いじ

めを止められる可能性があるのだと思う。一人ではなく皆で声を上げれば、勇気がわくは

ずだと思う。 

授業全体（終末資料）に対する生徒の反応 

○ グループの皆の考えを知ることができて新鮮だった。いじめられた側は、時が経つと恨

むよりもその出来事を忘れたいと思うのだと知った。忘れるようになる方が、恨むより

も苦しいのだろうと感じた。 

○ グループの皆の意見で新たな発見があり、考え方の幅が広がった。この手紙を出した人

は、自分から打ち明けるにも相当な勇気が必要だったと思った。いじめは正直言って無

くならないと思う。けれど、皆の心掛け次第で減らせると思う。 

○ 結局いじめは、自分より下だと思える人を探してけなすことで、安心感を得ようとする、

レベルの低い人間のする行為だと思う。まずは、自分にできることでいじめが減らせれ

ばと思う。人間は本当に弱い生き物だ。 

○ いじめは、学校だけではなく、大学や職場、ママ友や習い事でなど、どこでも起こるの

だと思う。一番にいじめを止められる人は、いじめる人でもいじめられる人でもなく、

周りの見ている人だから、私がもしいじめを目撃したときには、「やめなよ」と心の底か

ら言える勇気をもちたいと思う。 
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(7)  指導と評価の工夫に対する考察 

ア 導入の工夫 

イメージをもたせるために、実際の卒業文集を提示することも有効であった。また、

教材の特質を考えて、１時間の授業を構成する指導の工夫が必要である。 

イ 展開の工夫 

・提示した発問１の「いじめは止められないのか。無くならないのか。」という部分が 

生徒の意見として出ることが望ましい。 

   ・思考の整理をするために、発達段階に応じて１、２の中心発問を分けて考えさせると

ともに、十分な時間を確保することで、自分の考えをワークシートに表現することが

できた。 

  ・机間指導を通して議論の進捗状況を確認することで、話し合いが停滞しているグル

ープに対し、教師の補助発問により議論を活性化させることも可能である。 

・教材の範読だけで、いじめの残酷さや加害者、被害者の心情は察することができる

ので、すぐに教材から離れた中心発問の議論に移るとよい。 

   ・結局、具体的な策を出せずに議論が終わってしまった。発表された策に対し、「なぜそ

う考えたのか」、「どうすればその策が実現できるか」のように教師が返していかなけ

れば、表面的な授業になってしまう。生徒のどの発言を取り上げれば、考えが深まる

のかを瞬時に選択する教師の指導力が求められる。 

  ウ 終末の工夫 

教材によるいじめた側の心情理解に偏らず、議論や資料の活用によっていじめられた

側の視点でも深く考えさせることができた。 

  エ 評価の工夫 

終末に取り上げた「いじめられた側の視点」の資料に大きく影響され、資料の感想の

域を脱しなかった。今後いじめに直面した際の自分の行動を具体的に想像させることが

できなかった。「いじめはいけないこと」、「いじめは許されない」という前提から、現実

における自らの詳細な行動を思考させるまでには至らなかった。 
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Ⅴ 研究のまとめ  
検証授業や、授業後のワークシートの分析をした結果、以下のような成果と課題が明らか

になった。 

１ 成果 

・ 学期末にとったアンケートでは、日本のよさという視点をもちながら生活することを通

して、今まで気付かなかった日本のよさに気付いた生徒がいた。また、授業後の生活で周

りとの関わり方が変化したなど判断力に広がりが見られた。 

 実践事例１－１、１－２ 

・ 実践事例１においては、１回目の検証授業を終え、資料の提示や導入の方法を変えるこ

とで、深まり方や授業後の感想に変化が見て取れた。→導入の工夫  

実践事例１－２ 

・ 「なぜ、どうして」と追求して考えることで、より多面的・多角的に視野を広げること

ができるようになっていると感じた。また、議論することで考えが深まり、広がりを感じ

ていることも生徒の感想から得られた。             

実践事例１－２ 

・ 議論を通して終末の資料を活用することにより、加害者側の心情だけでなく、被害者側

の心情も理解し、多面的・多角的に思考させることができた。また、ワークシートの感想

などから、双方の心情の理解から自分のいじめに対する姿勢を再確認し、今後につなげて

いくことができた。                        実践事例２－１ 

  

２ 課題 

・ 「議論する道徳」にしていくためには国語科をはじめ、各教科等での指導と連携するな

ど、十分なカリキュラム・マネジメントを行う必要がある。 

           実践事例１－１、１－２ 

・ 道徳的問題を更に自分のこととして捉えさせ、心から考えたことを話すように導いてい

く指導の工夫が必要である。          

実践事例１－１、１－２、２－１ 

・ 生徒の考えを深めるために「なぜそう考えたのか」、「どうすればその策が実現できるか」

を教師がきり返していく必要がある。また、より効果のあるきり返しを行うために今後も

研鑽に努める必要がある。                     

実践事例２－１ 

・ 「発問の工夫（議論に足る・話したくなる）」を考えていく中で、一人で授業を考えるよ

り複数で考えることが重要であることを感じた。今回の実践事例２においても「いじめが

いけない」ということは中学校第３学年にもなっていれば分かる。それを「話したくなる、

深めるための議論」にもっていくために「なぜいじめが起きるのか」という原因について

考えさせる授業をつくった。ここに至るには、学級をチームとして道徳授業を創り上げて

いく集団に育てていくということが必要なのではないかと考える。 

実践事例２－１ 
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中学校数学研究開発委員会  

委員長 葛飾区立奥戸中学校 校長 久我 正次郎 

委員 大田区立志茂田中学校 主任教諭 高山 琢磨 

委員 中野区立緑野中学校 主任教諭 中里 洋 

委員 葛飾区立大道中学校 主任教諭 奥田 倫仁 

委員 八王子市立横山中学校 主任教諭 鹿志村 純子 

［担当］東京都教育庁指導部義務教育指導課

統括指導主事 浅野 あい子
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委員長 練馬区立練馬東中学校 校長 山谷 安雄 

委員 世田谷区立尾山台中学校 主任教諭 内藤 理恵 

委員 板橋区立板橋第三中学校 主任教諭 桒原 允 

委員 板橋区立中台中学校 主任教諭 河野 晃 

委員 武蔵村山市立第五中学校 主幹教諭 有沼 賢二 

［担当］東京都教育庁指導部指導企画課

統括指導主事 工藤 和志

 
 
中学校保健体育研究開発委員会 

委員長 世田谷区立三宿中学校 校長 牧野 英一 

委員 世田谷区立桜丘中学校 教諭 赤羽 淳 

委員 練馬区立練馬中学校 主任教諭 新田 由理 

委員 西東京市立明保中学校 主幹教諭 喜連 寬武 

［担当］東京都教育庁指導部指導企画課

統括指導主事 小野 隆一
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中学校外国語研究開発委員会 

委員長 練馬区立大泉中学校 校長 惣田 修一 

委員 中野区立第十中学校 主任教諭 井上 智絵 

委員 小平市立小平第五中学校 教諭 田所 毅 

委員 日野市立日野第一中学校 主任教諭 磯 美智代 

委員 福生市立福生第二中学校 指導教諭 寺沢 陽子 

［担当］東京都教育庁指導部義務教育指導課

統括指導主事 窪田 香

 
 
中学校道徳研究開発委員会  

委員長 豊島区立西池袋中学校 統括校長 江川 登 

委員 江東区立深川第五中学校 主幹教諭 松村 麗 

委員 世田谷区立東深沢中学校 主任教諭 片山 順平 

委員 東久留米市立西中学校 主幹教諭 渡邊 俊雄 

委員 羽村市立羽村第一中学校 主任教諭 中川 真 

［担当］東京都教職員研修センター研修部教育経営課

統括指導主事 長町 正弘
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